
主催 / 一般社団法人 TAKUMI-Art du Japon
協力 / 公益社団法人 日本工芸会　
　　　一般社団法人 茶道文化振興会 茶道会館

東京都中央区銀座 6-10-1
GINZA SIX 地下 3 階観世能楽堂

令和 4 年 9月24日㊏
開演 :13 時（15 時終了予定）　  開場 :12 時

藝能と工藝の饗宴 2022

茶
の
湯
と
匠
の
文
化

TAKUMI-Art du Japon 入会のご案内

■　当法人設立の目的
　日本の伝統工芸に表れる「匠」の精神を、文化財だけでなく、日本人の生き方、あるいは先端産業の競争
力という新たな視点からとらえ、その保存継承と未来に向けた発展を目的に、2017年11月30日、一般社団法
人 TAKUMI- Art du Japon を設立いたしました。皆様の温かいサポートをお願い致します。
　日本が誇る「匠」の技能と精神は、単に優れた文化財だけでなく、最先端技術となって現代の製品に体現
されています。その繊細さ、細部も大切にする精神、自然観が、現代も世界が称賛する日本人の生き方の軸に
なっています。効率を優先するグローバル化の波の前に、消滅の危機にある匠をどのように社会の中心に取り戻
し、日本の競争力と自信につなげていくことができるか。私たちは以下のミッションを基に活動していきます。

（1）「匠」の価値を広く社会で共有し、志を同じくする個人・組織をつなぐネットワークをつくる
（2）「匠」の市場を活性化する（各界と連携し、若手工芸家の皆さんを応援し、「匠」への道筋をつける）
（3）「匠」の価値を世界に広げ、同志の輪を広げる（フランス アルザスでのプロジェクト等）

■　ACTION for TAKUMI
　アクションの一つとして、2018年初頭より、伝統工芸の人間国宝を中心とする方々の生の声を伝える、月例
の対談シリーズを始めました。より幅の広い分野の方々のご登壇を仰ぎ、匠の精神を生んだ日本人とは何かを、
その思想や美意識から問う対談を続けています。

■　会員へのご案内
　会員には、一般会員、学生会員、匠友の会会員、法人会員、特別会員の５種類がございます。会員ご希望
の方は、メール、FAX 等の方法でお申込み下さい。

対象 会員種別 会費等（暦年単位）            特典　その他参考事項

個人 正会員 5,000 円（年１回：毎年更新）
 学生会員　 1,000 円（年１回：毎年更新）
 匠友の会会員 100,000 円 / 年

企業等 法人会員 250,000 円（年１回、２口以上）

・イベント参加費割引
・イベント参加者定員超えの際の優先権

・上記に加え、社員１名は会員扱いでイベントに参加可能
・イベントの案内パンフレットやHP に法人名やロゴを掲載

詳細は当法人のHP でご覧ください。

お問い合わせ先

一般社団法人 TAKUMI - Art du Japon
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 5-11-1 オランダヒルズ森タワーRoP1004 号室
Tel：03-6318-5950　Mail：takumi.japon@gmail.com
https://www.takumi-artdujapon.jp
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過
去
に
お
い
て
幾
度
と
な
く
人
類
社
会
を
襲
っ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
、
我
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
発
想
に
大
き
な
変

化
を
迫
り
つつ
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
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重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
は
、
目
の
前
で
進
化
を
続
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
そ
の

他
の
特
定
の
専
門
知
識
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歴
史
を
俯
瞰
し
つつ
人
間
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
と
い
う
本
質
的
な
問
い
に
向
き
合
い
、
先
人
が
積
み
上
げ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
叡

智
を
未
来
へ
の
羅
針
盤
と
し
て
学
ぶ
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
得
ら
れ
る
総
合
的
叡
智
を
人
文

知
と
呼
び
ま
す
。

　

こ
の
人
文
知
の
宝
庫
と
な
る
の
が
日
本
の
伝
統
的
な
自
然
観
や
精
神
性
で
す
。
そ
し
て

そ
れ
ら
を
効
果
的
に
把
握
し
後
世
に
伝
え
る
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
形
態
が
あ
り
ま

す
が
、
中
で
も
伝
統
工
藝
と
伝
統
藝
能
は
歴
史
的
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

本
公
演
で
は
、日
本
の
伝
統
文
化
の
中
心
的
地
位
を
占
め
る「
茶
の
湯
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、そ
こ
に
茶
道
具
を
始
め
と
す
る
伝
統
工
藝
、伝
統
藝
能
、

建
築
、
庭
園
、
文
学
、
書
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、
華
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、
香
道
な
ど
日
本
の
伝
統
文
化
の
如
何
に
多
く
の
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野
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縮
し
て
い
る
か
、
そ
し
て
能
や
狂
言
で
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
扱
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れ
て
い
る
か

な
ど
に
つい
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
え
て
頂
く
素
材
を
ご
提
供
致
し
ま
す
。
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宇
治
の
平
等
院
に
参
詣
し
た
僧
が
、
傍
ら
の
無
人
の
茶
屋
に
茶
湯
が
手
向
け
ら
れ
、
花
が
供
え

て
あ
る
の
を
見
て
不
思
議
に
思
い
在
所
の
人
に
尋
ね
る
と
、
昔
、
宇
治
橋
供
養
の
折
、
茶
を
飲
も

う
と
押
し
寄
せ
て
き
た
巡
礼
者
に
、
茶
を
点
て
過
ぎ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
通
円
と
い
う
茶
屋
坊
主
の

跡
だ
と
答
え
る
。
僧
が
弔
い
の
読
経
を
始
め
る
と
、
通
円
の
幽
霊
が
現
れ…

。
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狂
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子
供
を
人
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に
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ら
わ
れ
た
母
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が
都
清
水
寺
で
祈
っ
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い
る
と
、
夢
で
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三
井
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へ
行
く
べ

し
」
と
の
お
告
げ
を
受
け
、
三
井
寺
へ
向
い
ま
す
。
そ
の
頃
、
三
井
寺
で
は
住
職
た
ち
が
稚
児
を

伴
い
十
五
夜
の
月
見
を
し
て
い
ま
し
た
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そ
こ
へ
や
っ
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来
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を
思
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鐘
を
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狂
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に
は
親
子
対
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と
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澄
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琶
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の
水

面
に
満
月
が
映
る
秋
の
情
景
。
沈
静
と
興
奮
の
場
を
交
互
に
配
し
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美
し
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曲
で
す
。
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の
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権
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握
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が
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小
鼓
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異
な
る
特
殊
な
演
奏
を
聴
か
せ
ま
す
。
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か
ね
て
よ
り
親
し
い
医
者
の
萩
の
祐
仙
が
訪
ね
て
来
た
の
を
幸
い
に
、
痺
れ
薬
を
入
れ
た
湯
で
茶

を
点
て
、
そ
れ
を
飲
ま
せ
て
殺
害
し
よ
う
と
企
み
ま
す
。
そ
の
様
子
を
窺
っ
て
い
た
徳
右
衛
門
は
、

そ
の
湯
と
浜
松
城
下
で
買
い
求
め
た
笑
い
薬
を
入
れ
た
湯
を
取
り
替
え
る
の
で
し
た
。

　

外
出
先
か
ら
戻
っ
た
駒
沢
に
岩
代
は
茶
を
勧
め
、
祐
仙
が
例
の
湯
で
点
て
る
茶
を
飲
ま
せ
よ
う

と
し
ま
す
。
し
か
し
徳
右
衛
門
が
待
っ
た
を
か
け
ま
す
。
毒
味
し
た
上
で
な
け
れ
ば
駒
沢
に
は
飲

ま
せ
ら
れ
な
い
と
言
う
の
で
す
。
解
毒
の
薬
を
持
っ
て
い
る
祐
仙
は
、 

そ
れ
を
こっ
そ
り
飲
ん
だ
上
で

自
ら
毒
味
を
し
ま
す
。
す
る
と
取
り
替
え
ら
れ
て
い
た
笑
い
薬
の
た
め
に
笑
い
が
止
ま
ら
な
く
な

り
、
企
み
は
失
敗
に
終
わ
る
の
で
し
た
。
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舞
台
は
宇
治
の
平
等
院
。
平
安
末
期
、
後
白
河
法
皇
の
皇
子
・
以
仁
王（
も
ち
ひ
と
お
う
）の
挙
兵

に
順
じ
て
果
て
た
源
氏
の
武
将
・
頼
政
の
生
涯
を
語
る
修
羅
能
で
す
。
合
戦
の
経
緯
を
語
り
、
戦

場
の
様
子
を
再
現
し
、
頼
政
は
自
ら
の
最
期
ま
で
を
語
り
終
え
、
供
養
を
願
い
つつ
消
え
て
ゆ
き
ま

す
。
仕
舞
と
は
、
能
一曲
の
見
せ
所
を
能
面
や
装
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を
着
け
ず
、
紋
付
袴
姿
で
謡
い
舞
う
も
の
で
す
。
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近藤誠一  
（一般社団法人TAKUMI Art du Japon代表理事）

1946年神奈川県生まれ。東京大学教養学科卒、1972年
外務省入省。在米国日本大使館公使、OECD事務次長、
外務省広報文化交流部長などを経て、ユネスコ大使、駐
デンマーク大使、文化庁長官を務め、現在は近藤文化・
外交研究所代表、外務省参与。2013年の富士山の世界
文化遺産登録に力を注いだ。フランスレジオンドヌールシュ
バリエ章受章（2006年）、2016年度瑞宝章重光章受章。
2015年度日本アカデミア賞（国際部門）受賞、2017年度情
報文化賞国際芸術賞受賞。

千宗屋 
（茶道家：武者小路千家家元後嗣）

1975年京都府生まれ。慶應義塾大学大学院前
期博士課程修了（中世日本絵画史）。2003年に
武者小路千家15代次期家元として後嗣号「宗
屋」を襲名し、同年大徳寺にて得度、「隨縁斎」
の斎号を受ける。文化庁文化交流使としてニュー
ヨークを拠点に世界各国で活動（2008-09）。京
都府文化賞奨励賞受賞（2013）、京都国際観光
大使（2014年から）、京都市芸術新人賞（2015）
受賞。古美術から現代アートにいたるまで造詣
が深く、「千宗屋キュレーション 茶の湯の美－コ
レクション選－」展（MOA美術館、2017）の監修
や、杉本博司《硝子の茶室 聞鳥庵》（2014－）
の茶室披きおよびトークセッションなど、現代美術
作家や建築家とのコラボレーション企画を多数開
催。著書に『茶 利休と今をつなぐ』（新潮社、
2010）、『茶のある暮らし 千宗屋のインスタ歳時
記』（講談社、2018）など多数。慶應義塾大学
大学院政策・メディア研究科特任教授、明治学
院大学非常勤講師（日本美術史）。

野村萬斎
（狂言方和泉流）

1966年生まれ。祖父･故六世野村万蔵及び父･野村万作
に師事。重要無形文化財総合認定保持者。東京藝術大
学音楽学部卒業。「狂言ござる乃座」主宰。国内外で多数
の狂言･能公演に参加、普及に貢献する一方、現代劇や
映画･テレビドラマの主演、舞台『敦-山月記･名人伝-』『国
盗人』『子午線の祀り』など古典の技法を駆使した作品の演
出など幅広く活躍。各分野で非凡さを発揮し、狂言の認知
度向上に大きく貢献。現代に生きる狂言師として、あらゆる
活動を通し狂言の在り方を問うている。1994年に文化庁芸
術家在外研修制度により渡英。芸術祭新人賞・優秀賞、芸
術選奨文部科学大臣新人賞、朝日舞台芸術賞、紀伊國屋
演劇賞、毎日芸術賞千田是也賞、読売演劇大賞最優秀作
品賞、2021年観世寿夫記念法政大学能楽賞、松尾芸能
賞大賞を受賞した。世田谷パブリックシアター芸術監督を
2022年3月まで20年間勤めた。石川県立音楽堂邦楽監督。
東京藝術大学客員教授。全国公立文化施設協会会長。

室瀬和美
（漆芸家）

1950年東京都生まれ。漆芸家だった父・春二に学び、同じ
道を志す。人間国宝の故・松田権六、故・田口善国両氏に
師事、東京藝術大学大学院（漆芸専攻）修了。在学中より
開始した創作活動と共に漆工文化財の保存活動も行い、
漆・蒔絵の美と素晴らしさを積極的に国内外で発信する。
日本伝統工芸展にて東京都知事賞など受賞多数。2008
年、重要無形文化財「蒔絵」保持者（人間国宝）に認定。
同年、紫綬褒章受章。2021年、旭日小綬章受章。現在、
公益社団法人日本工芸会の副理事長を務める。作品は文
化庁、東京藝術大学、国立工芸館、大英博物館、メトロポ
リタン美術館、V&A博物館などに収蔵。

基調講演

鶴澤燕三（文楽義太夫節三味線方 )
1977年、国立劇場文楽第4期研修生となる。 
1979年4月、五代鶴澤燕三に入門、鶴澤燕二郎
と名のる。1979年7月、朝日座で初舞台。2006年
4月、六世鶴澤燕三を襲名。大阪舞台芸術賞奨
励賞、2006年度因協会賞、2012年度（第69回）
日本芸術院賞、第37回（2017年度）国立劇場文
楽賞文楽大賞、第41回松尾芸能賞 優秀賞、紫
綬褒章など受賞。

柿原孝則（大鼓方高安流）
1994年生まれ。故 祖父・柿原崇志（人間国宝）、父 柿
原弘和に師事。2000年に初舞台「薪の段」以降「獅子」
「乱」「道成寺」「翁」などを披く。東京藝術大学音楽学部
邦楽科卒業。公益社団法人能楽協会会員。

豊竹咲太夫  （文楽太夫）
1953年8月、豊竹山城少掾に入門。竹本綱子太
夫と名のる。同年10月、四ﾂ橋文楽座において初
舞台。演目｢伽羅先代萩･御殿｣の鶴喜代君政岡
は、師山城少掾。1966年9月、道頓堀朝日座にお
いて初代豊竹咲太夫と改名。鬼一法眼三略巻･
菊畑の段の虎蔵で披露。2009年4月、切場(きり
ば)語りになる(重要な場を語る太夫に与えられる
最高の資格）。2019年10月、重要無形文化財各
個認定保持者（人間国宝）。2021年10月、文化
功労者。紫綬褒章、2006年度因協会賞、2008年
度(第65回)日本芸術院賞、第41回エクソンモー
ビル音楽賞、第53回毎日芸術賞、第49回大阪市
市民表彰、第39回（2019年度）国立劇場文楽賞
文楽特別賞など受賞。著書に「咲大夫まかりとお
る｣(長征社）、「近松門左衛門名作文楽考1女殺
油地獄」(尾嵜彰廣 共著 講談社）、「近松門左
衛門名作文楽考2心中天網島」(尾嵜彰廣 共著 
講談社）など。作曲·作品に、近松門左衛門作 
「隅田川」、近松門左衛門作 「今宮心中」、三島
由紀夫 「鰯売恋曳網」、井原西鶴 「暦」、「高尾
ざんげ」など。

大倉源次郎（能楽小鼓方大倉流十六世宗家）
1953年、大倉流十五世宗家大倉長十郎の次男
として生まれる。1964年、独鼓「鮎之段」にて初
舞台。 1985年、能楽小鼓方大倉流十六世宗家
継承。著書に『大倉源次郎の能楽談義』（淡交
社）。重要無形文化財各個認定保持者（人間
国宝）。

梅若桜雪　（能楽シテ方観世流）
1948年東京生まれ。1951年、能『鞍馬天狗』子
方で初舞台。1979年、梅若六郎家当主継承。
1988年、五拾六世 梅若六郎を襲名。2018年、
三世実を亡父に追贈し梅若家の大名跡四世梅
若実を襲名。日本藝術院会員、重要無形文化
財各個認定保持者（人間国宝）。

野村遼太（狂言方和泉流）
1991年生まれ。野村万作の外孫。祖父に師事。早稲田
大学創造理工学部卒業。公益財団法人能楽協会会員。
4歳の時に『靱猿』で初舞台後、修業を続け、「奈須与市
語」「三番叟」を披く。

野村裕基（狂言方和泉流）
1999年生まれ。野村萬斎の長男。祖父・野村万作及び
父に師事。慶応義塾大学法学部卒業。能楽協会会員。
3歳の時に『靱猿』で初舞台後、子方として国内外で多数
の舞台に出演。 修業を続け、『三番叟』『奈須与市語』を
披き、「万作の会」の若手狂言師の一人として舞台を勤め
ている。

野村万作（狂言方和泉流）
1931年生まれ。重要無形文化財各個認定保持者（人間
国宝）、文化功労者、日本芸術院会員。祖父･故初世野村
萬斎及び父･故六世野村万蔵に師事。早稲田大学文学
部卒業。「万作の会」主宰。軽妙洒脱かつ緻密な表現の
なかに深い情感を湛える、品格ある芸は、狂言の一つの頂
点を感じさせる。国内外で狂言普及に貢献。ハワイ大･ワ
シントン大では客員教授を務める。狂言の技術の粋が尽く
される秘曲『釣狐』に長年取り組み、その演技で芸術祭大
賞を受賞したほか、紀伊國屋演劇賞、日本芸術院賞、松
尾芸能賞、紫綬褒章、坪内逍遥大賞、朝日賞、旭日小綬章、
中日文化賞、ジャパン・ソサエティ賞等多数の受賞歴を持つ。
『月に憑かれたピエロ』『子午線の祀り』『秋江』『法螺侍』『敦
-山月記･名人伝-』等、狂言師として新たな試みにもしばし
ば取り組み、現在に至る狂言隆盛の礎を築く。近年では、
「楢山節考」の再演に取り組み、大きな成果をあげている。

義太夫

観世流　一調一声

和泉流　狂言

栗林祐輔 （笛方森田流）
1977年生まれ。松田弘之 及び杉市和に師事。今までに
「道成寺」「翁附」「恋之音取」等を披く。古典能だけで
なく新作、演劇なども多数。

大槻文藏（能楽シテ方観世流）

1942年大阪生まれ。大槻秀夫の長男。祖父・十三、父およ
び観世寿夫に師事。1947年「鞍馬天狗」花見で初舞台。
1950年「猩々」で初シテ。1989年「卒都婆小町」、1998年「檜
垣」、2007年「関寺小町」を披く。また、「刈萱」「鵜羽」「維
盛」「敷地物狂」など多くの復曲能、新作能に携わる。2016
年、重要無形文化財各個認定保持者（人間国宝）に認定。

観世流　仕舞

基調講演•シンポジウム

出演者・演者プロフィール

＊ 重要無形文化財各個認定（人間国宝）



特別展示
せ
ん
の
り
き
ゅ
う　

 

て 

う        　

 

さ
ら
そ
う
じ
ゅ
づ
く
り
こ
う
ご
う

千
利
休
お
手
植
え「
沙
羅
双
樹
造
香
合
」

幅
7.8
㎝
×
奥
6.2
㎝
×
高
4.4
㎝

鈴田　滋人
重要無形文化財「木版摺更紗」保持者

［略歴］
1954年 佐賀県鹿島市生まれ
1979年 武蔵野美術大学日本画学科卒業
1981年 家業である染色の仕事を継ぐ
1985年 日本工芸会正会員に認定
1998年 第11回MOA岡田茂吉賞優秀賞受賞

第45回日本伝統工芸展でNHK会長賞受賞
1999年 「日本の工芸〔今〕100選展」（パリ）に出品
2003年 第23回伝統文化ポーラ賞優秀賞受賞
2007年 大英博物館開催「わざの美‒日本の工芸50年記念展」に出品
2008年 重要無形文化財「木版摺更紗」保持者に認定
2020年 東京国立博物館開催「きもの」特別展に出品

日本工芸会参与
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藤沼　昇
重要無形文化財「竹工芸」保持者

［略歴］
1945年 栃木県大田原市生まれ　
1975年 竹工芸を始める
1986年 日本工芸会会長賞受賞
1992年 東京都知事賞受賞
2004年 紫綬褒章受章
2011年 シカゴ美術館にて個展（米国）
2012年 重要無形文化財「竹工芸」保持者に認定
2015年 旭日小綬章受章

日本工芸会参与

［作品所蔵］
東京国立近代美術館工芸館/MOA美術館（熱海市）/シカゴ美術館（米国）/
デンバー美術館（米国）/大英博物館（英国）/メトロポリタン美術館（米国）/
ボストン美術館（米国）

鈴木　藏
重要無形文化財「志野」保持者

［略歴］
1934年 岐阜県土岐市駄知町生まれ
1954年 朝日新聞主催第8回現代陶芸展に初出品佳作
　　　 第6回日本伝統工芸展 初入選
1961年 第10回現代日本陶芸展 第１席
　　　 第8回日本伝統工芸展NHK会長賞
1962年 チェコ国際陶芸展 グランプリ
1967年 第14回日本伝統工芸展　日本工芸会会長賞
1969年 日本陶磁協会賞
1982年 日本陶磁協会賞 金賞
1987年 芸術選奨文部大臣賞
1992年 藤原啓記念賞
1994年 重要無形文化財「志野」保持者に認定
1995年 紫綬褒章受章
2006年 旭日中綬章受章

日本工芸会参与

川北　良造
重要無形文化財「木工芸」保持者

［略歴］
1934年 石川県生まれ
1964年 日本工芸会正会員に認定
1988年 千利休手植えの沙羅双樹を以て、茶道具を制作
　　　 （京都大徳寺聚光院温存）
1990年 伊勢神宮式年遷宮　御神宝鏡筥制作
1993年 兼六園欅木目沈金食籠　石川県より皇太子殿下に献上
1994年 重要無形文化財「木工芸」保持者に認定
1997年 「木の命よみがえる・川北良造の木工芸」
　　　 文部省特別選定映画完成
1999年 紫綬褒章受章
2004年 「木と生きる　木を生かす」出版
       　旭日中綬章受章
2009年 本願寺御影堂古材にて記念品制作
2015年 全国植樹祭（石川県小松市）にて石川県より欅造華文嵌装盆を　
　　　 天皇陛下に献上
　　　 北陸新幹線開業金沢駅構内パネル制作
2017年 護衛艦「加賀」欅造輪花貴石象嵌盛器 寄贈
2020年 金沢港クルーズターミナル「欅造波頭文パネル」制作　　
2022年 新石川県立図書館パネル制作

日本工芸会参与

石川県美術文化協会 副会長/輪島漆芸技術研修所 主任講師
金沢美術工芸大学 名誉客員教授/石川県立轆轤挽物技術研修所所長
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人間国宝の先生方による茶にまつわる工芸作品

 

室瀬　和美
重要無形文化財「蒔絵」保持者

1950年 東京都生まれ
1976年 東京藝術大学大学院美術研究科 漆芸専攻修了 修了制作大学買上げ
1985年 第2回日本伝統漆芸展 日本工芸会賞受賞
　　　 第32回日本伝統工芸展 日本工芸会奨励賞受賞
1996年 国宝「梅蒔絵手箱」（三嶋大社蔵） 復元模造制作（～1998）
2000年 第47回日本伝統工芸展 東京都知事賞受賞
2002年 第49回日本伝統工芸展 日本工芸会奨励賞受賞
2006年 日本文化藝術振興賞受賞
2008年 重要無形文化財「蒔絵」保持者に認定
　　　 紫綬褒章受章
2019年 ＭＯＡ美術館特集陳列「人間国宝 室瀬和美の世界」
2021年 旭日小綬章受章

個展9回　池袋西武・高輪会・日本橋三越・銀座和光など

日本工芸会副理事長

〈作品所蔵〉
文化庁/東京藝術大学/国立工芸館/ＭＯＡ美術館/メトロポリタン美術館/
Ｖ＆Ａ博物館/大英博物館他

イベント特設サイトで作品紹介もご覧いただけます。

会場ロビーにて作品を展示しております。
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